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◆本件のポイント  

・山陰研究交流会では、毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすくご紹介しています。 

・資源循環把握方法の地域適用可能性の検討から、中国地方を対象として循環構造の変化を把握

できる可能性が示唆されました。 

・中国地方における酪農産業を対象とした資源循環の中でも堆肥処理が課題として挙げられ、 

地域資源循環を考慮した牧場の適正規模を考えていく必要があると考えられます。 

 

◆本件の概要 

2025 年度山陰研究交流会を開催します。毎月 1 テーマずつ、地域研究の成果をわかりやすく

ご紹介していきます。1２月は大津 裕貴 氏（にちなん中国山地林業アカデミー）に「中国山地にお

ける地域資源循環の把握」をテーマに発表いただきます。 

ＳＤＧｓやサーキュラーエコノミーの実現に向けて、アグロエコロジーなどの資源循環型の１次産

業が再度注目されています。本報告では、地域資源循環を把握する方法として特定の資源に注目

する資源勘定方法を用いました。特に中国地方の酪農産業において、地域資源が製品や廃棄物と

なる過程を数量的に把握した結果を紹介します。 

 

◆概要内容 

【日    時】2025 年１2 月 24 日(水)  17：15～18：30 

【テ ー マ】中国山地における地域資源循環の把握 

【発 表 者】大津 裕貴 氏（にちなん中国山地林業アカデミー） 

【開催方法】Zoom によるオンライン(要事前申込み) 

 

◆本件の連絡先 ※[at]は＠に置き換えてください 

島根大学法文学部山陰研究センター 

電 話：0852-32-9833 / メール：admin-src[at]soc.shimane-u.ac.jp 

案内 HP: https://www.src.shimane-u.ac.jp/docs/2025091700019/  

 

 

 

 

◇その他  

取材につきましてはミーティング URL をご案内いたしますので連絡先にご連絡ください。 

開催前日や対面での取材につきましても対応いたします。 

 

 

【    添付資料：  ■あり（ 1 枚 ）  □なし    】 

山陰研究交流会 

「中国山地における地域資源循環の把握」開催 【 12/24 】 
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